







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































該規範にもとづき誰に憚ることなく公正 発言 こと、 た審議を経た結論がたとい誤りであっても、評定衆全員で責任を負うこ が明記されている。つまり『御成敗式目』は「執権― 定衆」制度の公正さを担保する役割をもって制定されたのである。しかし、裁判規範が必要となったのは、それだけが理由ではなく、幕府をとりまく大きな状況の変化に対処する必要があったからであ 承久の乱によって後鳥羽上皇軍を打破った幕府は、自らの力で全国治安維持を図らねばならなかった。乱後すぐに幕府 京都 六波羅探題を設置したのも、朝廷並び 西国 監視する
鎌倉北条氏列伝（二）北条泰時（長又）
― 15 ―





































































































































































関係にあ 己の立場を再確認し、その名にふさわしい行動をと ことが「正名 臣下
（御家人）
としての









































































































































を見ると、幕府独自の政策として、私出挙の利半倍という特別 をさらに制定して窮貧民の救済にあた ている。また何よりも注目されるのは、寛喜の大飢饉 際に泰時が飢饉奴隷を認め 点であろう。朝廷は 飢饉 よる惨状を前にしても律令法の原則通りに良民の人身売買を認めな った 、泰時は家族共 餓死せんとする状況をみて、妻子等
鎌倉北条氏列伝（二）北条泰時（長又）
― 21 ―





違いない。 『明恵上人伝記』には、明恵が泰時に対し、無欲で撫民を心掛けることでしかその罪滅ぼしは出来ないと諭した話しを載せるが、臣下が三上皇を配流し、天皇を廃立するということは有史以来初めての出来事 あり、道理を重んずる泰時であれば、なおさらのこ 心の負い目になっていたはずである。　
たとえば、慈円が、後鳥羽の行動を我が国の伝統的な歴史観をもって「神意」 背くものと評し、北畠親房が、 「儒










































































































































































































































































































  「文書様式にみる鎌倉幕府権力の展開―下文の変質―」 『日本古 書学論集５中世１』 、一九八六年）
長又高夫
　











































  「執権北条泰時」 （ 『鎌倉将軍執権列伝』秋田書店、一九七四年）
安田元久
　
  『 （人物叢書）北条義時』 （吉川弘文館、一九六一年）
　
  同
 　　
  『鎌倉幕府―その実力者たち 新人物往来社、一九六五年）
